


石岡一高生徒32人を対象に剪定実習／偕楽園 
　茨造協は昨年12月11日、県立石岡第一高等学校

造園科の１年生32人を対象に、梅の剪定講習会を

水戸市の偕楽園猩々梅林で実施しました。現代の

名工をはじめとする熟練の技術者が講師を務め、

はさみや脚立の使い方などを基本から丁寧に指

導しました。

　この実習は、実践的な造園実習を通して造園に

関する生徒の興味・関心を高め、郷土に対する誇

りや愛着心を高めることを目的に開催され、今回

で11回目となります。

　実施にあたり永井剛人副会長は「剪定というも

のは大変奥が深い。実習を通じて剪定の仕事に興

味を持っていただき、将来造園業界に入職してく

れることを大きく期待しています」と、生徒に呼

びかけました。

　剪定実習では、班ごとに猩猩梅林の梅の剪定を

実施。今回の講習会では現代の名工である大平晶

氏（㈱大平造園土木）、古平貞夫氏（㈲古平園）、会

沢仙氏（㈲会沢造園）のほか技術技能部会の井坂

秀夫氏（土浦造園㈱）、海老澤康徳氏（㈱植心園）、

川上嗣朗氏（㈱川上農場）、小林功氏（㈲小林農園）、

中庭大輔氏（㈱中庭造園土木）、中村聡士氏（㈱千

本杉）、飛田宗林氏（㈱松風園）、吉岡伸一氏（吉岡

緑地㈱）が講師を務めました。

　実習に参加した生徒は「切って良い枝と切って

はいけない枝の見分け方などを教えていただき、

とても勉強になりました。造園業の仕事に興味を

持てました」と話し、また、父親が造園業を営んで

いるという生徒は「最初はうまくできるか心配で

したが、挑戦していく中で、伝統ある技術の奥深

さも分かり、造園の仕事は面白いなと感じました」

と、講習後の率直な感想を話してくれました。

指導を受けながら梅の剪定に挑戦 

県立石岡第一高等学校造園科の生徒

熟練した技術職人が実践指導へ熟練した技術職人が実践指導へ
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　県造園建設業協会（水庭博会長）、県庭園樹協会
（安藤和幸会長）、県造園技能士会（古平貞夫会長）、
日本造園建設業協会茨城県支部（水庭博支部長）、
県造園業協同組合（永井剛人理事長）、日本造園組
合連合会茨城県支部（小林文明支部長）の造園６
団体は１月21日、水戸京成ホテルで県造園団体新
春賀詞交歓会を開催。当日は約１３０人が出席し、
輝かしい新年の幕開けを盛大に祝いました。
　6団体を代表して挨拶に立った茨造協の水庭会
長は「世の中は変革の時期を迎えており、ＡＩやロ

ボットの技術の進化は著しい。これにより、雇用
情勢が大きく変わり、業種によっては人余りの状
態となる。わが業界としては、転職する方、それを
引き入れられるような待遇条件を整えなければ
ならない」と業界を取り巻く環境を説明した後、「
時代が変化する中、われわれは防災への協力や
インフラ整備、観光、インバウンドへの対応など
やるべきこをやる。ことし一年、皆さまと力を合わ
せて頑張ってまいりたい」と決意を述べました。
　来賓あいさつでは大井川和彦県知事が「観光
面において花や植物というのは大変人を引き付
ける魅力がある。昨年は植物園を大幅にリニュー
アルした。２０２７年には横浜市で国際園芸博
覧会が開催される。さまざまな自然を美しくかつ
魅力のあるものに変えていくため、皆さまにはお
力添えをいただきたい」と述べられました。
　そして鏡開きを行った後、加藤明良参議院議
員の発声で乾杯。和やかに歓談して相互に親睦
を深めました。

造園６団体が新春賀詞交歓会を開催

水庭博会長 大井川和彦県知事

造園６団体が新春賀詞交歓会を開催
変化する時代に対応／インフラ整備や防災へ協力変化する時代に対応／インフラ整備や防災へ協力

鏡開きで新年の幕開けを盛大に祝う

加藤参議院議員の発声で乾杯



関東甲信造園建設業協会協議会開催

　茨造協は昨年の10月３日(金)、令和７年度関東

甲信造園建設業協会協議会に、水庭会長含め５名

が参加しました。

１都８県の造園建設業協会で構成する協議会は

各団体の交流と先進情報の交換、共有を図ること

で協会の発展に寄与することを目的としていま

す。

　まず、午前中にさいたま市内のパレスホテル大

宮において協議会を実施。協議会では、「造園業界

における職域活動について」をテーマに、政治と

の連携や関わり方、メリット・デメリット、入札制

度など、各都県の現在の取り組み状況について発

表があり、活発な意見交換を行いました。

　続いて、午後からは鉄道博物館及び大宮盆栽美

術館を視察。鉄道博物館においては、日本最初の

蒸気機関車などを見学しました。

　令和7年度関東三県公園緑地連絡協議会が昨年

の11月12日、つくば市のホテルグランド東雲で開

催されました。筑波実験植物園や芝の生産地を視

察した後、青年部の活動内容や近年の温暖化対策

などについて話し合われました。

　開催県を代表して茨造園協の水庭博会長は「人

手不足は喫緊の課題だが、ＡＩやロボット技術の

進化で将来はどうなるか分からない。本日は目先

のことでなく５年先、10年先を見据えた討論をし

ていただきたい」と挨拶。さらに茨造協の関口隆

一未来部会長も「喫緊の課題解決に努め、先を見

越した意義ある協議にしたい」と述べました。

　その後、各テーマに沿って協議を進め、近年の

青年部活動や行政機関との関わり方、近年の温暖

化対策、若手技術者と新入社員の獲得状況、ＩＣ

Ｔ機器の利用状況などについて意見を交わしま

した。

埼玉県さいたま市で実施　大宮盆栽美術館等を視察

関東甲信造園建設業協会協議会開催

温暖化対策など将来見据えて意見交換

関東三県公園緑地協議会を本県で開催

　大宮盆栽美術館では、昨年度実施した池のリニ

ューアル工事について、担当した業者から説明を

受けました。温暖化の影響で、盆栽に影響を与え

ないよう池の改修工事を実施しています。

次回は千葉県での開催となります。

関東三県公園緑地協議会を本県で開催



　茨造協は昨年の11月１日、県土木部の協力のも

と水戸市の偕楽園で梅の剪定見学会を開催しま

した。現代の名工が若手技術者に剪定技術の指導

を行い、未来に繋ぐ伝統の技を一般の来場者に見

て頂きました。

　見学会は毎年の風物詩として今回で10回目の

開催。

　見学会では、大平晶氏（㈱大平造園土木）、古平

貞夫氏（㈲古平園）、会沢仙氏（㈲会沢造園）の３人

の名工が講師となり12人の熟練技能士とともに

梅の剪定を実演。造園職人達による伝統技術やさ

まざまな技能を駆使しての剪定作業の様子を公

開しながら、一般来場者からの質問にも丁寧に応

じました。

　会場内では、梅の枝えんぴつや藁ボッチ作り、

緑化相談など行い、参加した方には抽選で紅梅の

苗木をプレゼントしました。

また、田鶴鳴梅林において2025都市緑化フェステ

ィバル会場in偕楽園を同時開催。コケ玉やミニツ

リー作り、梅の剪定体験会も実施。

　造園業の理解を深めるとともに、造園技術を知

っていただく貴重な機会となりました。

一般来場者がウメの剪定技術を見学

造園の名工が伝統技術を披露

未来に繋ぐ伝統の技、若手技術者に指導

造園の名工が梅の剪定技術を披露 造園の名工が梅の剪定技術を披露 

梅の枝えんぴつ作り



　茨造協は昨年10月４日、国内最大級の建設イ

ベント『建設フェスタ２０２５』に参加・協力し

ました。会場となった笠松運動公園の山新スイ

ミングアリーナ前特設会場には親子連れなど約

１万６０００人が来場する賑わいとなりました。

　建設フェスタは「観て！体験して！触って！」

をキャッチフレーズに建設重機の試乗や親子競

演丸太切り、クイズラリーなど多彩な催しがあ

り、今回は記念すべき30回目の開催となりまし

た。茨造協は、未来部会が中心となって、花苗・苗

木を無料配布したほか、ハロウィンツリーの作

成も行いました。ブースには多くの家族連れの

皆様に立ち寄って頂き、花や緑の大切さと造園

業の素晴らしい魅力を伝えることが出来ました。

　茨城県と水戸市が主催する「２０２５いばらき

都市緑化フェスティバルin偕楽園」が昨年11月1

日、水戸市の偕楽園拡張部にあたる田鶴鳴梅林で

開催され、茨造協・県北支部が参加、水戸市造園建

設業協同組合も協賛参加しました。

　このフェスティバルは花や緑に囲まれた潤い

のある快適な生活環境づくりを進めるため、多く

の皆様に都市緑化の大切さを楽しみながら理解し

て頂こうと10月の「都市緑化月間」にあわせて開催

されているもので、今回は苔玉作り、ミニツリー作

り、梅の剪定体験等を実施しました。

　また、偕楽園見晴広場では造園の名工による梅

の剪定見学会も行われました。終日、多くの来場者

で賑わうなか造園業の一層の魅力を知って頂く貴

重な機会となりました。

「建設フェスタ2025」に参加協力「建設フェスタ2025」に参加協力
造園業の素晴らしい魅力を来場者にアピール

2025いばらき都市緑化フェスに参加協力2025いばらき都市緑化フェスに参加協力
県北支部／名工による梅の剪定見学会も同時開催
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ミニツリー作り梅の剪定体験



　茨造協県北支部（永島利浩支部長）は昨年10月4

日、笠間市の笠間工芸の森公園にて栗をテーマと

した「かさま新栗まつり」に参加しました。今回で

19回目を迎えるこのイベントは10月3日から5日

までの期間で開かれ、地元笠間市はもとより県内・

外から約4万２０００人が来場しました。

　期間中は生栗や焼き栗、栗菓子、栗を使ったゲ

ームなど催しが行われ、県北支部では、インテリ

アグリーン作成教室や球根つかみ取り、花苗の無

料配布のほか緑化相談等を実施しました。一日限

りの参加でしたが、子供からお年寄りまで多くの

家族連れがブースに来ていただき、体験を通して

花や緑の大切さをアピールすることが出来まし

た。

　茨造協県西支部（森久仁子支部長）は昨年10月

19日、下妻市の砂沼広域公園で開催された「いば

らき都市緑化フェスティバル」に参加協力しまし

た。

　このフェスティバルは都市緑化の普及・啓発を

図ることを目的に毎年開催されているもので、会

員18社が参加。会場ブースには苔玉作りや輪投げ、

緑化相談コーナーなどを設けました。当日は子供

からお年寄りまで多くの方が訪れ、お揃いの法被

を身に付けた会員が丁寧に対応にあたりました。

参加者は熱心に取り組んだ作品を嬉しそうに持

ち帰りました。

　森支部長は総括として「緑地保全や緑化推進を

考えてもらうきっかけとなり、まちづくりに貢献

する協会の活動に理解を深めていただければ非

常に嬉しく思う」と、支部活動による成果に期待

を寄せました。

　茨造協県西支部（森久仁子支部長）は昨年11月

15日、県筑西土木事務所等と協力し「いばらき都

市緑化フェスティバル」を筑西市の県西総合公園

で開催しました。

オープニングセレモニーで、森支部長は「私た

ち協会は緑豊かで美しいまちづくりを広げるた

め日頃から活動している。このフェスティバルが

皆さまに都市緑化を身近に感じ、より深くご理解

いただくきっかけとなれば」と、活動趣旨を説明

しました。

イベントには、会員18社が協力して苔玉作りや

輪投げ、緑化相談などを実施。作品作りなどを通

じて訪れた人に緑への理解を深めていただける

良い機会となりました。また、会場ではフリーマ

ーケットや地元大和保育園の園児による和太鼓

演奏なども行われ、多くの来場者が秋のイベント

を楽しんでいた様子でした。

県北支部／多くの家族連れが来場

県西支部／苔玉作り等が大好評、支部活動の理解深まる

県西支部／都市緑化フェスに参加、18社が地域貢献 
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いばらき都市緑化フェスティバルに参加 

苔玉作りなど通して緑の大切さへ理解深まる

「かさま新栗まつり」に参加、緑の大切さアピール



　県茨造協は昨年10月21日、水戸京成ホテル瑠璃

の間にて令和７年度安全大会を開催しました。約

70人が出席し、安全功労者表彰や安全衛生標語入

選作品の発表、安全講話などを実施。参加者全員が

安全の重要性を再認識し、労働災害の撲滅へ決意

を新たにしました。

　冒頭、水庭会長は「無事故無災害は工事の成果に

つながる。慌てないこと、周囲を確認することゆっ

くり深呼吸して現場を確認することが安全作業に

通じる。皆さまには本日の安全大会で多くを学ん

でいただきたい」と、参加者全員に投げかけた。

　続く安全功労者表彰は、勤労意欲を増進すると

ともに、事故災害等撲滅と安全意識の高揚を図る

ことを目的に、15年以上にわたり現場内において

無事故で活躍した技術者を表彰するもので、本年

度は４人が受賞しました。また、安全衛生標語の入

選作品も発表され、受賞者の３人に表彰状などが

手渡されました。

　安全功労者と安全衛生標語の受賞者は、次のと

おり（敬称略）。

　【安全功労者表彰】

■大橋誠（㈱タナカ築庭）

■大島勲（㈲山一造園土木）

■松﨑勇一（㈱松風園）

■武井信則（㈲荒井緑化土木）

　【安全衛生標語（入選作品）】

■最優秀賞（協会長賞）

中田栞里（スズキ造園土木㈱）　

　「大丈夫！わかってる！その言葉が事故のもと」

■優秀賞（事業委員長賞）

及川浩一（㈱砂押園芸）　

　「暑さ読む体調管理も技のうち」

■優秀賞（事業部会長賞）

木村中美（塚田造園建設㈱）

　「景観整え心も整え安全作業」

　　茨造協は２月10日、県営都市公園17カ所で独

自の防災訓練を行いました。

　防災訓練は令和４年度から実施しており、今年

で４回目となりました。今回の訓練では県内全域

に震度５強の地震が発生したと想定。県土木部の

各事務所との細目協定に基づき、担当公園の自動

パトロールを実施するもので、主な内容は、防災備

品の置き場所や実施範囲の確認など行いました。

　防災訓練を実施した公園は次のとおり。

■偕楽園　■弘道館　■千波公園　■沢渡川緑地

■桜川緑地　■県庁東公園　■笠間芸術の森公園

■大洗公園　■大子広域公園　■鹿島灘海浜公園

■港公園　■北浦川緑地　■芸大緑地　■赤塚

公園　■霞ヶ浦総合公園　■県西総合公園

■砂沼広域公園－17か所

約７０人が参加した安全大会の様子
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令和7年度安全大会を挙行、労働災害撲滅へ決意新たに
15年以上、無事故で活躍した功労者４名たたえる

令和7年度安全大会を挙行、労働災害撲滅へ決意新たに
15年以上、無事故で活躍した功労者４名たたえる

災害に備え独自の防災訓練を実施
県営都市公園17カ所を自動パトロール
災害に備え独自の防災訓練を実施
県営都市公園17カ所を自動パトロール



　茨造協鹿行支部（大根久枝支部長）は２月４日、

鹿嶋市建設業協同組合（菅谷明良理事長）の共催

により刈払機の安全講習会を鹿嶋市商工会館で

開催しました。当日は約60人が参加し、安全に刈

払機で作業を行うためのポイントを学びました。

　鹿嶋市建設業協同組合の富山和明専務理事が

作業時の安全確認を参加者に周知。その後、県木

材協同組合連合会林業・木材製造業労働災害防止

協会茨城県支部の二方代二郎業務部長が講師を

務め、テキストを参照しながら講義。参加者は刈

払機の構造や取り扱い方、点検・整備の方法、作業

中の災害事例などについて理解を深めました。

社内影響や防止策など解説

鹿行支部／刈払機の安全講習会を開催
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安全作業の基本徹底、理解深める 安全作業の基本徹底、理解深める 

初のハラスメント研修会に約60人が参加初のハラスメント研修会に約60人が参加

茨造協は３月11日、ハラスメン

ト研修会を県開発公社ビルの

中会議室で開催しました。初の

開催となったハラスメント研

修会には約60人が参加、ハラス

メントの影響や防止策などに

ついて学びました。

　研修に先立ち、鈴木武士副会長は「今回研修す

るハラスメントは今、社会的にも大きく取り上げ

られている問題で、トラブルの事案もよく聞かれ

る。普段われわれが学ぶ機会が少ない分野なので

しっかり勉強し、理解して頂きたい」と研修の趣

旨を伝え、挨拶に変えました。

　続いて、講師を務めていただいた県社会保険労

務士会の皆川雅彦専務理事に続き、社会保険労務

士の小野将史氏がそれぞれ登壇。パワハラとセク

ハラについて取り上げ、ハラスメントの定義と成

立要件、ハラスメントが社内に与える影響、防止

策などについて講義しました。

　講義終了後の質疑応答では、参加者からハラス

メントの被害者にならないための取り組みなど

について質問が飛び、関心の高さがうかがえまし

た。
鈴木武士副会長



　茨造協は２月18日、会員６６名により、大洗公園

での公園サポーター活動を行いました。

　作業は、松林の除草や清掃、ゴミ拾い等を実施。

大勢の会員に参加協力して頂き、早く終了し、公園

内の景観もよくなりました。

　大洗公園サポーター活動は、令和４年２月から

実施しており、公園内の松林約1ha区画の毎月の巡

視、年２回の除草、清掃ゴミ拾い、枝払いなどの管

理をボランティアで行うものです。

　剪定基準を明確にし、技術力をさらに向上させ

るために、(一社)日本造園建設業協会が「街路樹

剪定士認定制度」を平成１１年に発足させました。

「街路樹剪定士」は、樹木の生理・生態や街路樹に

関する専門知識と職人芸とも言える技能を併せ

持ち、街路樹の美観を維持し、機能・効用を最大限

に発揮させるために必要な能力を備えています。

　現在、認定者数は全国で1万5千人を超えるまで

になり、適切な街路樹の剪定に向けてさまざまな

発注機関が街路樹剪定士を活用しています。

　今年度も、令和８年2月５日に造園会館にて学

科を２０名が受講し、翌7日にはつくば市内の市

道の街路樹（イチョウとトウカエデ）にて実技を

２４名が受講しました。

　なお、茨城県職員の方１５名が、研修に参加さ

れました。

日造協/令和７年度街路樹剪定士研修及び認定試験を実施

大洗公園サポーター活動に６６名が参加大洗公園サポーター活動に６６名が参加
松林の除草・清掃やゴミ拾いを実施

美しい街路樹をめざして美しい街路樹をめざして
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　茨造協県南支部（鈴木武士支部長）は令和７年11

月７日、県土浦土木事務所で剪定技術講習会を開

催しました。青年部の会員ら約30人が参加し、同事

務所敷地内の美化に貢献しました。

　宮本篤也副支部長は作業にあたり「この時期の

剪定方法や景観などに十分注意して作業を進めて

ほしい」と挨拶。作業内容や注意事項の説明を行っ

た後、作業に入りました。参加者は雑草の除草や中

低木の刈込み、高所作業車を用いて高木の剪定を

行い技術の研鑽に努めました。

　茨造協県南支部（鈴木武士支部長）は令和７年

11月21日、県竜ケ崎工事事務所のご協力を受け、

剪定技術講習会を開催。青年部の会員など約20人

が参加しました。

　講習会では寺家所長からご挨拶を頂いた後、作

業内容や注意事項の説明が行われました。夏の間

に伸びた雑草の除草や中低木の刈込みが参加者

らにより実施され、事務所敷地内の良好な緑の空

間がつくられました。

県南支部／県土浦土木事務所で剪定技術講習会開く

11

中低木の刈込みや高木の剪定など実施中低木の刈込みや高木の剪定など実施

県南支部／県竜ケ崎工事事務所で剪定技術講習会を実施

県潮来土木事務所で剪定技術講習会行う県潮来土木事務所で剪定技術講習会行う
鹿行支部／会員20人がさらなる技術向上を図る

　茨造協鹿行支部（大根久枝支部長）は令和７年

11月13日、県潮来土木事務所の構内にて剪定技術

講習会を開催。約20人の会員が参加し、剪定技術

の向上を図るとともに同事務所の構内美化に貢

献しました。

　講習会では、太田力県潮来土木事務所長からご

挨拶を頂いた後、剪定作業を開始しました。マキ、

カエデ、カイヅカイブキの剪定とサザンカ生け垣

、ドウダンツツジの刈り込みを行いました。

　大根支部長は「他の人と作業をすることで、今

まで自分が学んできたやり方と違う新しい気づ

きが生まれることがあると思う。講習会は今後も

定期的に開催していきたい」と振り返りました。



　茨造協県南支部（鈴木武士支部長）は令和７年

12月17日、つくば市内の国道４０８号（学園西大

通り線）の緑地帯に設けた花壇に花苗の植付け作

業を行いました。

　県では、道路清掃美化を地域住民と協働して行

う「道路里制度」を実施しており、県南支部は道

路ボランティア団体として登録しています。今回

の活動には23名に協力していただき、道路環境

を美しく保つことができました。

　茨造協の鹿行支部の女性の会は、会員同士の交

流や研修によるスキルアップの一環として、昨年

11月29日に桜見巧者講座を神栖市平泉コミュニ

ティセンターにて開催しました。

公益財団法人　日本花の会・水戸桜川花の会の

坂野秀司氏を講師に招き、「桜見巧者講座　鹿行

の章・常陸国１３００年の歴史と鹿行の桜」とい

う演題で行われ、女性会員９名と神之池桜守隊５

名が参加しました。

　坂野氏の講演では、鹿行地域の桜の現状や、茨

城県内における桜の歴史、文化、名所、名木、品種

の変遷、そして植栽構造に至るまで、豊富なスラ

イド写真を用いて詳細に紹介されました。参加者

は、桜についての深い知識を得ることができる充

実した内容となりました。

　講演終了後、女性会員同士の交流会により親睦

を深めることができました。

※見巧者（みごうしゃ）とは？　芝居などに慣

れ通じていて見方の上手な人

鹿行支部女性の会にて

県南支部／学園西大通り線で花の植え替え

道路里親の貢献活動で花壇づくり道路里親の貢献活動で花壇づくり

桜見巧者講演会の開催桜見巧者講演会の開催
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鹿児島・福岡方面視察研修鹿児島・福岡方面視察研修
　茨城県造園業協同組合主催で11月24日から28

日の3日間、参加者24名にて、鹿児島県の仙厳園、

知覧武家屋敷庭園、福岡県の大宰府天満宮などを

視察しました。

　茨城空港から福岡空港へ向かい、新幹線で鹿児

島の仙厳園へ。仙厳園は薩摩藩１９代島津光久が

築いた別邸で、桜島や錦江湾の雄大な景観を活か

し、庭の景色に取り入れた借景庭園です。

　２日目は、知覧特攻平和会館、知覧武家屋敷庭

園を見学。知覧武家屋敷庭園は、地区内が石垣で

屋敷が区切られ、魔よけの石碑や、屋敷入口には

屋敷内がみられないように屏風岩があり、琉球の

影響を多く受けています。

　どちらの庭園も特徴があり、変化にとんだ魅力

ある庭園でした。

　研修では、鹿児島県指宿及び福岡県博多に宿泊

し、会員の交流親睦を深めました。

　令和７年度都市緑化功労者国土交通大

臣表彰の受賞式が昨年の10月31日に東京

都内で開催され、当協会員の平根成浩氏

（興和緑地建設（株））が受賞しました。

　また、11月12日には、各分野で県勢の発

展に著しい功績があった個人や団体を称

える令和7年度茨城県表彰が挙行され、当

協会長の水庭博氏（（株）水庭農園）が栄え

ある功績者表彰で受賞しました。さらに茨

城県と県職業能力開発協会、県技能士会連

合会の主催による第55回県職業能力開発促進大

会において、井坂秀夫氏（土浦造園（株））が見事、

県技能者表彰の受賞に輝きました。

　茨造協と県造園技能士会は２月27日、２０２５

年秋の叙勲で旭日双光章（地方自治功労）を受章

した益子英明氏（㈱大子造園土木会長）と、黄綬褒

章（厚生労働関係功労）を受章した古平貞夫氏（㈲

古平園取締役）の受章祝賀会を水戸京成ホテルで

開催しました。当日は業界関係者や来賓ら約90人

が出席し、長年にわたり本県の造園業発展と技能

振興に尽力したお二人の功績を称えるとともに、

さらなる活躍と業界の発展を祈念しました。

益子氏 古平氏の受章祝賀会を盛大に開催
業界関係者ら約90人が集い長年の功績たたえる 
益子氏 古平氏の受章祝賀会を盛大に開催

業界関係者ら約90人が集い長年の功績たたえる 

受賞の栄に輝いた益子氏、古平氏

当協会から3人が栄えある受賞、都市緑化推進に貢献
平根成浩氏、水庭博氏、井坂秀夫氏－顕著な功績実る
当協会から3人が栄えある受賞、都市緑化推進に貢献
平根成浩氏、水庭博氏、井坂秀夫氏－顕著な功績実る
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平根 成浩氏 水庭 博氏 井坂秀夫氏

知覧特攻平和会館にて



　パリの国連教育科学文化機関（ユネスコ）本部に
ある日系米国人の世界的な彫刻家イサム・ノグチ
（1904～88）が設計施工し、第16代佐野藤右衛門
氏をはじめとした日本人造園家が作庭に関わった
「平和の庭」が日本の造園家らの手で大幅に修復さ
れた。ユネスコは「本来の輝きを取り戻し、ノグチの
芸術ビジョンが再現された」としている。
Yahoo！Japanニュース【パリ共同】より
　「平和の庭」は、当時、UNESCOの資金不足を日本
政府と民間が補う形で、昭和３３年に完成。総面積
1700m2で、日本から持ち込まれた桜や竹などの樹
木と大小の庭石、小川や池、橋が配置され、日本庭
園の精神性と西洋のモダニズムのデザインがノグ
チの手によって一つの空間として立ち上がった空間
芸術作品である。
　しかし、適切な造園管理が難しい状況が長らく続
いており、景観や構成の劣化が進行している。

パリのユネスコ本部の「平和の庭」を修復
不二造園土木の稲見彩氏が修復に関わる
パリのユネスコ本部の「平和の庭」を修復
不二造園土木の稲見彩氏が修復に関わる

このため、令和７年９月に、イサ
ム・ノグチの意匠的・造形的価値
の復元、今後の維持管理計画の
策定と実行、日本の造園技法を
用いた管理手法の整備と伝達を
目的として、修復作業が行われた。
　プロジェクトとしては、一般社
団法人日本造園組合連合会からの技術者の派遣
（国土交通省 海外日本庭園再生プロジェクト）を軸
とし、ユネスコ日本政府代表部の支援、フランス日
本庭園協会や北米日本庭園協会の協力を得て実
行された。本協会員の不二造園土木(株)の稲見彩
取締役が、再生プロジェクト事務局として、全体の
ディレクション及びコーディネートを行った。今後
は一般社団法人日本造園組合連合会庭園文化普
及委員会に事務局を引き継ぐ形でプロジェクトの
継続が決定した。

稲見  彩氏

整備前                                  ⓒSYNDVA 整備後　　　　　　　   ⓒSYNDVA

整備後　全景      ⓒMarie ETCHEGOYEN プロジェクト参加者・関係者

→
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